
DPとの関連
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成績評価は授業への参加程度と出席状況（20％）、講義の合間に行う小レポート（30％）、期末試験（50％）によって行
う。

評価方法

テキストとして、レジュメや資料等を適宜配布する。テキスト

授業の到達目標 社会的分業である職業に関する社会科学的認識を持つことと、職業能力を開発する手だてとしての職業教育のあり方
を通して、社会のなかでの個人の位置をつかみ、自立した職業生活を営むことができるようになること。

授業概要

授業では、①モノを作ることや働くことによって姿を現してくる社会と人間の関係に見られる奥深い真実の世界を、現実
の企業社会、労働社会の織りなす具体的なデータに基づいて検討を加える。②さらに、高校教育以後のいわゆる中等
後段階における技術・職業教育の有り様を、職業教育・訓練の公共化の観点から現状分析する。
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①斎藤貴男『希望の仕事論』平凡社新書、2004年5月　②木村保茂、永田萬享『転換期の人材育成システム』学文社、
2005年1月　③森岡孝二『働きすぎの時代』岩波新書、2005年8月　④森岡孝二就職とは何か』岩波新書、2011年11月
　⑤本田由起『教育の職業的意義』ちくま新書、2009年12月　鎌田慧『日本人の仕事』平凡社、1986年9月

参考書

①教員免許取得希望者（農業）は必ず履修すること。②講義を中心として進めるが、学外授業としてジョブカフェや各
種の職業教育機関などの視察を計画している。③本授業についての質問や学習相談を受けるため、授業終了後をオ備考
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授業時間外の学修 ①講義内容の十分な理解を得るために下記の参考文献を各自読むこと。②授業時間外には新聞等に目を通し、教育
に関する最新の情報を摂取すること。

授業形態 講義

配当学期 前期

授業計画

第1回：職業指導とは？
第2回：職業指導の社会的基底
第3回：経済政策と青少年問題
第4回：労働と職場の現実－大企業の場合
第5回：労働と職場の現実－中小企業
第6回：産業社会と職業分布－ブルーカラー労働
第7回：産業社会と職業分布－ホワイトカラー労働
第8回：内部形成と外部形成
第9回：青年の自立と高校職業教育－工業系
第10回　青年の自立と高校職業教育
第11回：各種・専修学校における職業教育－ものづくり系
第12回：各種・専修学校における職業教育－非ものづくり系
第13回：公共職業訓練と能力開発－国立系
第14回：公共職業訓練と能力開発－都道府県立系
第15回：まとめ


